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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第48期

第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結
累計期間

第48期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 (百万円) 65,154 62,280 89,887

経常利益 (百万円) 5,309 5,150 7,628

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,875 3,476 5,420

四半期包括利益または包括利益 (百万円) 4,232 3,552 6,377

純資産額 (百万円) 36,980 42,056 39,125

総資産額 (百万円) 91,614 90,917 94,749

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 106.44 95.50 148.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.4 46.3 41.3
 

 

回次
第48期

第３四半期連結
会計期間

第49期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 34.91 35.87
 

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高等の金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。

３ 売上高には消費税等は含まれておりません。

４ 「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期(当期)純利益」を「親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益」としております。

５ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成27年12月24日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社レンタルシステム芙蓉と株

式会社レクノスの合併を決議いたしました。

合併契約の概要は次のとおりであります。

 

(1) 合併の目的

株式会社レンタルシステム芙蓉および株式会社レクノスは、両社とも一都三県の首都圏エリアを中心に建設機械

のレンタル事業を行っておりますが、今回の合併により営業情報の共有化および保有している建設機械の有効活用

を行うことで、グループ経営の効率化と競争力の強化を図るものであります。

　

(2) 合併の方法

株式会社レンタルシステム芙蓉を存続会社、株式会社レクノスを消滅会社とする吸収合併方式といたします。

　

(3) 合併の期日(効力発生日)

平成28年４月１日

　

(4) 合併に係る割当ての内容

本合併は、当社100％連結子会社同士の合併であるため、合併比率の取り決めはありません。また、株式、金銭そ

の他の財産など対価の交付は行いません。

　

(5) 引継資産・負債の状況

株式会社レンタルシステム芙蓉は、合併の効力発生日において、吸収合併消滅会社である株式会社レクノスの一

切の資産、負債及び権利義務を承継いたします。

　

(6) 吸収合併存続会社となる会社の概要

商号       株式会社レンタルシステム関東 ※

事業内容   建設機械の賃貸及び販売

資本金     40百万円

※ 商号変更を予定しております。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

(1) 業績の状況

① 業績及び経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間(平成27年４月～平成27年12月)におけるわが国経済は、中国を始めとするアジア新

興国の景気減速傾向の影響を受ける一方で、国内でも公共投資に弱い動きがみられるなど、その先行きには不透

明感があります。

当社グループの属する建設業界におきましては、首都圏の大型プロジェクト、東日本大震災からの復興需要等

により、需要は底堅く推移したものの、足下では工事の着工時期や進捗遅れ、また地域によっては公共投資減少

による発注減の影響等が顕著となっております。
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このような厳しい環境のなか、当社グループでは、引き続き採算性を重視した受注活動を行うとともにコスト

削減に注力し、収益の確保に努めてまいりましたが、当第３四半期連結累計期間におきましては、連結売上高は

62,280百万円(前年同四半期比4.4%減)、利益につきましては、営業利益4,970百万円(前年同四半期比4.3%減)、経

常利益5,150百万円(前年同四半期比3.0%減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は3,476百万円(前年同四半期比

10.3%減)となりました。

 

セグメント別の概況は、以下のとおりであります。

(仮設鋼材事業)

仮設鋼材事業におきましては、工事の着工時期や進捗遅れ、ならびに公共投資減の影響等があり、売上高は

55,364百万円(前年同四半期比5.3%減)、経常利益は4,021百万円(前年同四半期比3.6%減)となりました。

 

(建設機械事業)

建設機械事業におきましては、一部地域を除き市場は概ね堅調に推移しており、売上高では10,101百万円(前年

同四半期比1.8%増)、経常利益は1,538百万円(前年同四半期比12.8%増)となりました。

 

② 財政状態の分析

(資産の部)

当第３四半期連結会計期間末における資産の部は、前連結会計年度末と比較して3,832百万円(4.0％)減少し、

90,917百万円となりました。

これは主に、受取手形及び売掛金が1,791百万円、たな卸資産が2,935百万円減少したことによるものでありま

す。

 

(負債の部)

当第３四半期連結会計期間末における負債の部は、前連結会計年度末と比較して6,763百万円(12.2％)減少し、

48,861百万円となりました。

これは主に、支払手形及び買掛金と電子記録債務を合わせた仕入債務が3,180百万円、借入金が1,800百万円、

未払法人税等が1,037百万円減少したことによるものであります。

 

(純資産の部)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の部は、前連結会計年度末と比較して2,931百万円(7.5％)増加

し、42,056百万円となりました。

これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益3,476百万円を計上した一方で、剰余金の配当619百万円(前期

末配当１株当たり10円、中間配当7円)の支払いを実施したことによるものであります。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更または新たに生じた

課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 97,500,000

計 97,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,436,125 36,436,125
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数100株

計 36,436,125 36,436,125 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成27年10月１日～
平成27年12月31日

― 36,436 ― 4,398 ― 4,596
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

36,200
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

36,345,100
363,451 ―

単元未満株式
普通株式

54,825
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 36,436,125 ― ―

総株主の議決権 ― 363,451 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義

の株式が、それぞれ1,500株(議決権15個)及び９株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ジェコス株式会社
東京都中央区日本橋
浜町二丁目31番１号

36,200 ― 36,200 0.10

計 ― 36,200 ― 36,200 0.10
 

(注) １ 上記「自己株式等」は、全て当社保有の自己株式であります。

２ 平成27年12月31日現在の当社保有の自己株式数は36,897株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ジェコス株式会社(E02782)

四半期報告書

 6/19



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,924 2,312

  受取手形及び売掛金 36,690 ※3  34,898

  建設仮設材 25,747 23,943

  商品 2,614 1,659

  製品 321 246

  仕掛品 431 415

  原材料及び貯蔵品 458 372

  その他 ※2  999 718

  貸倒引当金 △457 △420

  流動資産合計 68,727 64,144

 固定資産   

  有形固定資産   

   賃貸用建設機械（純額） 2,964 3,611

   建物及び構築物（純額） 2,672 2,550

   土地 12,815 12,815

   リース資産（純額） 582 281

   その他（純額） 701 856

   有形固定資産合計 19,734 20,113

  無形固定資産 466 406

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,247 3,622

   退職給付に係る資産 1,864 1,940

   その他 934 898

   貸倒引当金 △224 △206

   投資その他の資産合計 5,823 6,254

  固定資産合計 26,022 26,773

 資産合計 94,749 90,917
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 23,154 ※3  19,988

  電子記録債務 6,259 ※3  6,245

  短期借入金 11,750 12,950

  リース債務 545 277

  未払法人税等 1,557 520

  賞与引当金 945 448

  引当金 46 -

  その他 2,517 2,650

  流動負債合計 46,773 43,079

 固定負債   

  長期借入金 5,500 2,500

  リース債務 214 48

  再評価に係る繰延税金負債 1,772 1,772

  引当金 229 231

  退職給付に係る負債 140 159

  その他 997 1,074

  固定負債合計 8,852 5,782

 負債合計 55,625 48,861

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,398 4,398

  資本剰余金 4,596 4,596

  利益剰余金 29,204 32,061

  自己株式 △20 △21

  株主資本合計 38,177 41,033

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 927 1,050

  土地再評価差額金 △932 △932

  退職給付に係る調整累計額 952 905

  その他の包括利益累計額合計 948 1,023

 純資産合計 39,125 42,056

負債純資産合計 94,749 90,917
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 65,154 62,280

売上原価 51,614 48,731

売上総利益 13,541 13,549

販売費及び一般管理費 8,347 8,579

営業利益 5,194 4,970

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 11 36

 持分法による投資利益 177 189

 その他 87 63

 営業外収益合計 275 288

営業外費用   

 支払利息 145 102

 手形売却損 3 -

 その他 13 5

 営業外費用合計 160 108

経常利益 5,309 5,150

特別利益   

 固定資産売却益 ※  246 -

 特別利益合計 246 -

税金等調整前四半期純利益 5,555 5,150

法人税、住民税及び事業税 1,009 1,344

法人税等調整額 672 330

法人税等合計 1,681 1,674

四半期純利益 3,875 3,476

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,875 3,476
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 3,875 3,476

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 378 122

 退職給付に係る調整額 △20 △47

 その他の包括利益合計 358 76

四半期包括利益 4,232 3,552

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 4,232 3,552

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)、「連結財務諸表に関する会計基

準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成

25年９月13日)等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

240百万円 322百万円
 

　

※２ 手形売却未収入金

前連結会計年度(平成27年３月31日)

流動資産の「その他」には、手形債権流動化による留保部分が17百万円含まれております。なお、これに対応

する手形譲渡残高は20百万円であります。

　

当第３四半期連結会計期間(平成27年12月31日)

該当事項はありません。

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債務の会計処理

四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債務の会計処理は、満期日に決済されたものとして処理してお

ります。

当第３四半期連結会計期間末日(金融機関休業日)が満期日にあたり同日決済されたものとして処理した満期手

形及び電子記録債務の金額は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

受取手形 ―百万円 783百万円

支払手形 ― 805

電子記録債務 ― 1,098
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※ 固定資産売却益

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

社員寮の売却によるものであります。

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形

固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

　
　
　

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 1,357百万円 1,345百万円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

   配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 364 利益剰余金 10 平成26年３月31日 平成26年６月27日

平成26年10月28日
取締役会

普通株式 182 利益剰余金 5 平成26年９月30日 平成26年12月１日
 

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

   配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月23日
定時株主総会

普通株式 364 利益剰余金 10 平成27年３月31日 平成27年６月24日

平成27年10月27日
取締役会

普通株式 255 利益剰余金 7 平成27年９月30日 平成27年12月１日
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 仮設鋼材 建設機械 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 56,432 8,722 65,154 ― 65,154

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2,060 1,205 3,264 △3,264 ―

計 58,492 9,927 68,419 △3,264 65,154

セグメント利益 4,169 1,363 5,532 △223 5,309
 

(注) １ セグメント利益の調整額は、連結調整△223百万円であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 仮設鋼材 建設機械 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 53,472 8,808 62,280 ― 62,280

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,892 1,293 3,185 △3,185 ―

計 55,364 10,101 65,465 △3,185 62,280

セグメント利益 4,021 1,538 5,558 △408 5,150
 

(注) １ セグメント利益の調整額は、連結調整△408百万円であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 106円44銭 95円50銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 3,875 3,476

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(百万円)

3,875 3,476

   普通株式の期中平均株式数(千株) 36,402 36,400
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成27年10月27日開催の取締役会において、定款第38条の規定に基づき、平成27年９月30日現在の株主名簿及び実

質株主名簿に記載された株主に対し、会社法第454条第５項に定める剰余金の配当(中間配当)を次のとおり行う旨決議

いたしました。

① 中間配当による配当金の総額 255百万円

② １株当たりの金額 7円

③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成27年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月３日

ジェコス株式会社

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 谷   上   和   範   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 市 之 瀬         申   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 稻   吉         崇   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジェコス株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジェコス株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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